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このマニュアルについて 

変更履歴 

表 ソフトウェアリリースノートの変更履歴

日付 変更内容 理由

年 月 ソフトウェアのリリース

はじめに 
は、 ならびに

、 および と を統合するため、主催者は クライアン

トからビデオ会議リソースを予約できるようになります。

より前のバージョンからアップグレードする場合は、 および のアップグレー

ドならびに サービスの無効化の順序について、正確な指示を必ずご覧ください。

5.12 の新機能 

ハイブリッド Exchange 環境での OAuth のサポート

のハイブリッド導入の場合、 を使用することで、 の に加えて、ユーザ名

とパスワードによる認証、またはクライアント証明書による認証を使用して サービスを設定できま

す。この設定が完了した後に、管理者は および オンプレミスの会議室メールボックス

を設定できます。

以前のリリースの機能 
以前のリリースの新機能の詳細については、以下のリンクを参照してください。

Cisco TMSXE 5.11 

Cisco TMSXE 5.10 

Cisco TMSXE 5.9 

Cisco TMSXE 5.8 

Cisco TMSXE 5.7 

Cisco TMSXE 5.6 

Cisco TMSXE 5.5 

Cisco TMSXE 5.4 

Cisco TMSXE 5.3 

 Cisco TMSXE5.2 

 Cisco TMSXE 5.1 

Cisco TMSXE 5.0 

Cisco TMSXE 4.1

 
 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-11.pdf
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-extensions/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-9.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-8.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-7.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-6.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-5.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-4.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-3.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-2.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-1.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-5-0.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/telepresence/infrastructure/tmsxe/release_note/Cisco-TMSXE-Release-Notes-4-1.pdf
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相互運用性の変更 
このドキュメントの「相互運用性」（ ページ）を必ずご覧ください。そのセクションに、 バージョン

サポートの今後の変更と、製品の古いバージョンのサポートに関する重要な情報が記載されています。

解決済みおよび未解決の問題 
このリリースでの解決済みの問題に関する最新の情報を確認するには、次のリンクを参照してください。
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&rls=5.12&sb=anfr&bt=custV
シスコのバグ検索ツールにログインした後でブラウザを更新する必要があります。

制限事項 

制限事項 説明

を使用する大規模な展開 非常に大規模な展開では、メールの件数に関する

の制限がユーザの予約の確認と拒否に影響す

る可能性があります。その値については、

のドキュメントの「受信および送信の制限」 英語

を参照してください。

を使用している場合の

での進行中のミーティングを含むシリーズの編集

で を使用している場合

に、ミーティングの開催中にシリーズを編集すると、進

行中のミーティングが終了します。

個人用予定表が自動的に更新されない は個人用予定表に作用しません。

で既存の予約が変更されると、

の会議室（リソース）の予定表は更新されますが、主催

者と参加者の予定表は更新されません。

主催者は、更新された情報を参加者に配信する必要があ

ります。

進行中のミーティングを延長すると、参加者が削除される

ことがある

人以上の参加者が別のミーティングにすでにスケジ

ュールされている時間まで進行中のミーティングを延長

すると、これらの参加者は のミーティング

から自動的に拒否されます。その後、 では会

議からその参加者が削除され、拒否メッセージが主催者

に送信されます。

この動作は、メールボックスが

で競合を許可しないように設定されている場合に想定さ

れる動作であり、 または によ

って発生するわけではありません。リソースごとの件名

の設定はサポートされていません。

 
 

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&rls=5.12&sb=anfr&bt=custV%20
http://technet.microsoft.com/library/exchange-online-limits(EXCHG.150).aspx#RecipientLimits
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リソースごとの件名の設定はサポートされていない に追加するすべての リソースに対し

て、次の設定が同じになっていることを確認してください。

■ 件名の削除（ ）

■ 件名に主催者の名前を追加する（

）

■ 承諾したミーティングに設定されたプライベートフラ

グを削除する（

）

これらの設定の方法については、『

導入ガイド』を参照してください。

外部ダイヤル文字列の丌一致：フォーム

テンプレートを使用したミーティングの更新

の定例ミーティングまたは非定例ミーティ

ングにおいて外部でホストされるダイヤル文字列を

から更新することはできません。

外部参加者とのミーティングは、

機能またはフォーム

テンプレートを使用して作成できます。

現在の設計では、 機能とフォーム

テンプレートを つのミーティング用に組み合わせるこ

とは推奨されていません。

で 保存（ ） をクリックして

ハイブリッドミーティングを作成する。

主催者が作成した ハイブリッドのプライベート

ミーティングは、 ではプライベート会議とし

て処理されません。そのミーティングは

で保存されるだけです。

ファイルの予定表プロパティ プロパティは ファイルで使用

できません。

相互運用性 
このセクションには バージョンサポートの今後の変更と、製品の古いバージョンのサポートに関す

る重要な情報が記載されていますので、必ずご覧ください。

アップグレード手順 
アップグレードの完全な手順については、『

導入ガイド（ ）』 英語 を参照してください。

前提条件とソフトウェアの依存関係 
インプレースアップグレードを実行するには、インストールされているバージョンの が 以降である

必要があります。それより前のバージョンがインストールされている場合は、管理者がデータ移行を伴う完全インストー

ルを実行する必要があります。

移行手順については、『 インストール

ガイド（ ）』 英語 を参照してください。

Cisco TMSXE 5.12 へのアップグレード

Cisco TMS がバージョン 14.4 または 14.4.1 の場合のアップグレード
および をアップグレードし、前者がバージョン または 14.4.1 の場合、次の手順を実

行します。

■ をアップグレードする前に、クラスタ化されている場合は両方のノードで、

サービスを無効にします。

■ および の両方がすべてのサーバまたはノードでアップグレードされたら、

サービスを開始します。

 
 

http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/telepresence-management-suite-extension-microsoft-exchange/model.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/telepresence-management-suite-extension-microsoft-exchange/model.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/telepresence-management-suite-extension-microsoft-exchange/model.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/telepresence-management-suite-extension-microsoft-exchange/model.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps11472/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps11472/prod_installation_guides_list.html
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3.1 よりも前のバージョンからアップグレードする場合 

■ バージョンから をアップグレードした後、 と リソースメールボ

ックスの間で丌一致をクリーンアップするために、起動時に のすべての予約の再複製が実行さ

れます。 データベースのサイズと予約の数に応じて、この処理が完了するまでに非常に長い時

間がかかる場合があるため、アップグレードは時間外に実行することを強くお勧めします。

■ からの移行はサポートされていません。

現在 を実行中のお客様は、 の移行に必要なツールを含む、

および に移行する必要があります。その後、最新バージ

ョンにアップグレードできます。

ご使用になる前に 

『 導入ガイド』でインストールとアップグレードの前提条件とベストプラクティスの全体

像を理解することを強くお勧めします。

サーバには必ずローカル管理者としてログインしてください。

インストーラの実行 

1. クラスタ化された展開をアップグレードする場合は、両方のノードで

サービスを停止します。

2. を確認し、 がインストールされたサーバ上の

にすべての重要な更新をインストールします。 バージョンが であることを確認し

ます。インストール後に操作を求められた場合はサーバをリブートします。

3. サーバ上にインストールファイルを配置します。

4. インストーラを実行し、エンドユーザ使用許諾契約書（ ）に同意して、インストール

プロセスを開始します。

5. インストーラは の以前のインストールを検出します。 アップグレード（ ）

をクリックして続行します。

6. 次へ（ ） をクリックしてセットアップを開始します。

7. 使用許諾契約書の条項に同意し、 次へ（ ） をクリックします。

8. インストールに含めるコンポーネントを選択します。

— に を使用する場合は、 が必要です。

これを有効にした場合、 をインストールする アプリケーションプールの名前の変更また

は確認が求められます。

— 冗長環境で をセットアップする場合は、 のクラスタ化が必要です。クラスタ

化された展開へのアップグレードの詳細については、導入ガイドを参照してください。

— を有効にし、標準の ツールを使用して のパフォーマン

スをモニタできるようにすることができます。

9. 以前のバージョンの が現在インストールされている場合は、アップグレードを求め

るプロンプトが表示されます。

— はい（ ） をクリックして続行します。アップグレードにより、古いバージョンが削除され、既存の

データベースがアップグレードされます。

— インストールを中断し、現在のインストールをそのままの状態にしておく場合は いいえ（ ）

をクリックします。

10. アップグレードが完了したら、終了（ ）をクリックします。

11. 構成ツールを起動します。

 
 



 

シスコの法的情報 
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに

記載されている表現、情報、および推奨事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保

証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザ側の責任となります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『 』に記載されています。

添付されていない場合には、代理店にご連絡ください。

が採用している ヘッダー圧縮機能は、 オペレーティング システムの （

）のパブリック ドメイン バージョンとして、 が開発したプログラムを採用したものです。

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「

現状のまま」として提供されます。シスコおよび上記代理店は、商品性、特定目的適合、および非侵害の保証、もしくは

取り引き、使用、または商慣行から発生する保証を含み、これらに限定することなく、明示または暗黙のすべての保証を

放棄します。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生す

る利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能

性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものとします。

このマニュアルで使用している アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありませ

ん。マニュアルの中の例、コマンド出力、ネットワークトポロジー図、およびその他の図は、説明のみを目的とし

て使用されています。説明の中に実際の アドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的

なものではなく、偶然の一致によるものです。

印刷版と複製ソフトは公式版とみなされません。最新版はオンライン版を参照してください。

シスコは世界各国 箇所にオフィスを開設しています。各オフィスの住所、電話番号、 番号は当社の

サイト（ ）をご覧ください。

シスコの商標 
および のロゴは、米国およびその他の国における およびその関連会社の商標を示します。

シスコの商標の一覧については、 をご覧ください。本書に記載されている

サードパーティの商標は、それぞれの所有者の財産です。「パートナー」という用語の使用は

と他社との間のパートナーシップ関係を意味するものではありません。

http://www.cisco.com/go/offices
http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/
nazuma
取り消し線

nazuma
置換するテキスト
「パートナー」という言葉が使用されていても、シスコと他社の間にパートナーシップ関係が存在することを意味するものではありません。

Anuja
Sticky Note
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